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【手続補正書】
【提出日】平成26年6月18日(2014.6.18)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　フレームレート変換比が１以上の設定範囲において変更可能に構成され、設定されたフ
レームレート変換比に従って映像信号のフレームレートを変換するフレームレート変換部
と、
　フレームレート変換された映像を表示する表示部と
　を備えた
　表示装置。
【請求項２】
　前記フレームレート変換部は、映像信号により供給されるオリジナルフレーム画像のフ
レーム期間よりも短い固定期間において、フレームレート変換後の各フレーム画像に係る
信号部分をそれぞれ出力する
　請求項１に記載の表示装置。
【請求項３】
　前記フレームレート変換部は、
　１より大きい固定の第１の変換比でフレームレートを変換する第１の変換部と、
　前記第１の変換部から供給された映像信号の一部をフレーム画像ごとに選択的にマスク
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することにより、１以下の設定範囲を有する第２の変換比でフレームレートを変換する第
２の変換部と
　を有する
　請求項２に記載の表示装置。
【請求項４】
　前記第１の変換部は、前記オリジナルフレーム画像と、フレーム補間処理により得られ
た固定数の補間フレーム画像とを含む映像信号を生成し、
　前記第２の変換部は、前記第１の変換部から供給された映像信号のうちの、前記固定数
の補間フレーム画像に係る信号部分の一部を選択的にマスクする
　請求項３に記載の表示装置。
【請求項５】
　前記第２の変換部は、マスクする補間フレーム画像の数を変更することにより、前記第
２の変換比を変更する
　請求項４に記載の表示装置。
【請求項６】
　前記第１の変換部は、前記オリジナルフレーム画像と、そのオリジナルフレーム画像と
同じ固定数の複製フレーム画像とを含む映像信号を生成する
　請求項３に記載の表示装置。
【請求項７】
　前記第２の変換部は、マスクするオリジナルフレーム画像および複製フレーム画像の数
を変更することにより、前記第２の変換比を変更する
　請求項６に記載の表示装置。
【請求項８】
　前記第１の変換部は、出力する映像信号に含まれる各フレーム画像を識別するためのフ
レーム識別信号をさらに生成し、
　前記第２の変換部は、前記フレーム識別信号に基づいて各フレーム画像に係る信号部分
を選択的にマスクする
　請求項３から請求項７のいずれか一項に記載の表示装置。
【請求項９】
　所定期間ごとに反転する反転信号を生成する反転信号生成部を備え、
　前記表示部は、前記反転信号に基づいて反転駆動され、
　前記第１の変換部は、出力する映像信号に対応した垂直同期信号を生成し、
　前記反転信号生成部は、前記垂直同期信号および前記フレームレート変換比の両方に基
づいて、前記反転信号を反転させる
　請求項３から請求項８のいずれか一項に記載の表示装置。
【請求項１０】
　点灯と消灯とを交互に繰り返すバックライトと、
　前記バックライトを制御するバックライト制御部と
　を備え、
　前記表示部は液晶表示部であり、
　前記第１の変換部は、出力する映像信号に対応した垂直同期信号を生成し、
　前記バックライト制御部は、前記垂直同期信号および前記フレームレート変換比の両方
に基づいて、前記バックライトを制御する
　請求項３から請求項９のいずれか一項に記載の表示装置。
【請求項１１】
　前記フレームレート変換部は、１より大きい前記フレームレート変換比で動作する際、
前記オリジナルフレーム画像と、フレーム補間処理により得られた１または複数の補間フ
レーム画像とを含む映像信号を生成する
　請求項２に記載の表示装置。
【請求項１２】
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　前記フレームレート変換部は、前記１または複数の補間フレーム画像の数を変更するこ
とにより、前記フレームレート変換比を変更する
　請求項１１に記載の表示装置。
【請求項１３】
　前記フレームレート変換部は、１より大きい前記フレームレート変換比で動作する際、
前記オリジナルフレーム画像と、そのオリジナルフレーム画像と同じ１または複数の複製
フレーム画像とを含む映像信号を生成する
　請求項２に記載の表示装置。
【請求項１４】
　前記フレームレート変換部は、前記１または複数の複製フレーム画像の数を変更するこ
とにより、前記フレームレート変換比を変更する
　請求項１３に記載の表示装置。
【請求項１５】
　一連のフレーム画像における動きベクトルを検出する動きベクトル検出部と、
　前記動きベクトルに基づいて前記フレームレート変換比を設定する変換比設定部と
　を備えた
　請求項１から請求項１４のいずれか一項に記載の表示装置。
【請求項１６】
　一連のフレーム画像における動きベクトルを検出する動きベクトル検出部と、
　前記動きベクトルに基づいて前記第２の変換比を設定する変換比設定部と
　を備えた
　請求項３から請求項１０のいずれか一項に記載の表示装置。
【請求項１７】
　前記変換比設定部は、
　前記動きベクトルに基づいてフレーム画像ごとの動き量を求め、
　その動き量が大きい場合には前記フレームレート変換比を大きい値に設定し、
　その動き量が小さい場合には前記フレームレート変換比を小さい値に設定する
　請求項１５または請求項１６に記載の表示装置。
【請求項１８】
　映像コンテンツの種類を検出するコンテンツ検出部と、
　前記映像コンテンツの種類に基づいて前記フレームレート変換比を設定する変換比設定
部を備えた
　請求項１から請求項１４のいずれか一項に記載の表示装置。
【請求項１９】
　映像コンテンツの種類を検出するコンテンツ検出部と、
　前記映像コンテンツの種類に基づいて前記第２の変換比を設定する変換比設定部を備え
た
　請求項３から請求項１０のいずれか一項に記載の表示装置。
【請求項２０】
　前記コンテンツ検出部は、電子番組表に基づいて前記映像コンテンツの種類を検出する
　請求項１８または請求項１９に記載の表示装置。
【請求項２１】
　一連のフレーム画像における動きベクトルを検出する動きベクトル検出部と、
　映像コンテンツの種類を検出するコンテンツ検出部と、
　前記動きベクトルおよび前記映像コンテンツの種類の両方に基づいて前記フレームレー
ト変換比を設定する変換比設定部を備えた
　請求項１から請求項１４のいずれか一項に記載の表示装置。
【請求項２２】
　フレームレート変換比を１以上の設定範囲において設定して、そのフレームレート変換
比で映像信号のフレームレートを変換し、
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　フレームレート変換された映像を表示する
　表示方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２９】
　基準信号生成部２４は、垂直同期信号Ｖsync、動作モード信号Ｓmode、およびフレーム
識別信号Ｓidに基づいて、フレームレート変換された映像信号Ｓdisp2に対応する極性基
準信号Ｓpol2およびバックライト基準信号Ｓbl2を生成するものである。極性基準信号Ｓp
ol2は、液晶表示パネル４０における反転駆動のタイミングを指示するための基準信号で
あり、バックライト基準信号Ｓbl2は、バックライト１４におけるブリンキング動作のタ
イミングを指示するための基準信号である。具体的には、基準信号生成部２４は、後述す
るように、動作モード信号Ｓmodeおよびフレーム識別信号Ｓidに基づいて、垂直同期信号
Ｖsyncのうちの一部のパルス部分をそれぞれ選択して、極性基準信号Ｓpol2およびバック
ライト基準信号Ｓbl2としてそれぞれ出力するようになっている。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３４】
　図７（Ａ）に示したように、画素Ｐixは、ＴＦＴ（Thin Film Transistor）素子Ｔｒと
、液晶素子ＬＣと、保持容量素子Ｃｓとを備えている。ＴＦＴ素子Ｔｒは、例えばＭＯＳ
－ＦＥＴ（Metal Oxide Semiconductor-Field Effect Transistor）により構成されるも
のであり、ゲートがゲート線ＧＣＬに接続され、ソースがデータ線ＳＧＬに接続され、ド
レインが液晶素子ＬＣの一端と保持容量素子Ｃｓの一端に接続されている。液晶素子ＬＣ
は、一端がＴＦＴ素子Ｔｒのドレインに接続され、他端は共通電極ＣＯＭに接続されてい
る。保持容量素子Ｃｓは、一端がＴＦＴ素子Ｔｒのドレインに接続され、他端は保持容量
線ＣＳＬに接続されている。ゲート線ＧＣＬはゲートドライバ４１に接続され、データ線
ＳＧＬはデータドライバ４２に接続されている。また、共通電極ＣＯＭは、共通信号ドラ
イバ４３に接続されている。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００３５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００３５】
　表示部４４は、図７（Ｂ）に示したように、駆動基板２０１と対向基板２０５との間に
、液晶層２０３を封止したものである。駆動基板２０１は、上記ＴＦＴ素子Ｔｒを含む画
素駆動回路（図示せず）が形成されたものであり、この駆動基板２０１上には、画素Ｐix
毎に画素電極２０２が配設されている。対向基板２０５には、赤色（Ｒ）、緑色（Ｇ）、
青色（Ｂ）に対応するカラーフィルタ（図示せず）が形成されており、更に液晶層２０３
側の面には、対向電極２０４が各画素Ｐixに共通の電極（共通電極ＣＯＭ）として配設さ
れている。駆動基板２０１の、画素電極２０２が形成された面とは反対の面には、偏光板
２０６ａが貼りつけられており、対向基板２０５の、対向電極２０４が形成された面とは
反対の面には、偏光板２０６ｂが貼りつけられている。これらの偏光板２０６ａ，２０６
ｂは、例えば、互いにクロスニコルになるように貼り合わせられている。
【手続補正５】
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【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００５０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００５０】
　このように、動作モードＭ１では、動き量Ａの大きい映像を、液晶表示パネル４０にお
いて高いリフレッシュレートで表示することにより、画質を高めることができる。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００６７】
　また、表示装置１では、基準信号生成部２４は、フレーム識別信号Ｓidおよび動作モー
ド信号Ｓmodeに基づいて、極性基準信号Ｓpol2を生成している。言い換えれば、基準信号
生成部２４は、画像信号処理部２３におけるフレームレート変換比Ｒに対応した極性基準
信号Ｓpol2を生成する。これにより、表示装置１では、正常な反転駆動を行うことができ
る。すなわち、仮に、例えば動作モードＭ３（図１１）において、基準信号生成部２４が
垂直同期信号Ｖsyncの全てのパルスに同期して反転動作を行うことにより極性基準信号を
生成した場合には、極性基準信号Ｓpol2の波形（図１１（Ｊ））は図９（Ｊ）のような波
形になるとともに、極性信号Ｓpol3の波形（図１１（Ｍ））は図９（Ｍ）のような波形に
なる。この場合、表示パネル４０に画像信号Ｓsig3（図１１（Ｌ））が書き込まれる期間
（例えばタイミングｔ３０～ｔ３１の期間やタイミングｔ３４～ｔ３５の期間等）におい
て、常に極性信号Ｓpol3が低レベルになり、正常に反転駆動を行うことができない。一方
、表示装置１では、基準信号生成部２４が、画像信号処理部２３におけるフレームレート
変換比Ｒに対応した極性基準信号Ｓpol2を生成するようにしたので、図１１に示したよう
に、表示パネル４０に画像信号Ｓsig3（図１１（Ｌ））が書き込まれる度に、極性信号Ｓ
pol3は反転するため、正常な反転駆動を行うことができる。これにより、表示装置１では
、液晶表示パネル４０における、いわゆる焼き付きの現象を低減することができる。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００６８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００６８】
［効果］
　以上のように本実施の形態では、映像信号における動き量に基づいて、画像信号処理部
におけるフレームレート変換比を変更するようにしたので、画質の低下を抑えつつ、消費
電力を低減することができる。
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１１８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１１８】
　図２７は、フレームレート変換部８０の一構成例を表すものである。フレームレート変
換部８０は、上記第２の実施の形態に係るフレームレート変換部６０において、動作モー
ド制御部６５を省くと共に、外部から動作モード信号Ｓmodeをフレーム補間部６３および
タイミング制御部６４に対して供給するように構成したものである。
【手続補正９】
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【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図２５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【図２５】
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【手続補正１０】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図２８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【図２８】
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